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緒 言

家兎(ウ サギ)胆汁は緑色胆汁 と称 され,そ の含有

胆汁色 素がbihverdin, bilirubinよ り構成 されて

いることは周知の通 りであり,そ のbiliverdinは 生

体内でhemoglobinの 分 解 されて生ずるbilirubin

前駆物質(biliverdinが 先ず生じ,つ いで還元 されて

bilirubinを 生ずる)が主体で,間 接bilirubinの 前

駆物質であるところから間biliverdinと も呼称 さ

れるべきものであることは教室の山本(芳)1)に よ り,

既に報告 されているところであり,山 本(芳)に よれ

ば直接(抱 合型) bilirubinが 酸 化されて生ずる直

接(抱 合型)biliverdinと も呼称 されるべきbiliver

din(家 兎 胆汁中のそれは間接biliverdinよ り直接

化(抱 合型)されたbiliverdinで ある場合が大部分で

あるが)も一部含まれているという.

斯様に家兎の胆汁を研究対象に選ぶことは生体内

胆汁色素代謝上に生ずるbiliverdin, bilirubinを

同時に観察しうるという利点があ り,生 体内のその

代謝過程を検討するために大いに注目されて然るべ

きであ り,既 に教室においても,山 本(芳)1)山 田 ら2)

の研究を見ることが出来る.

著者はこれら先人に継いで,家 兎胆汁中の胆汁色

素の分析を試みると共に,糖 質負荷によるその質的

・量的変動から生体内胆汁色素代謝過程の追及を試

みた結果,興 味ある成績をえたので報告する.

実 験 動 物

体 重2kg～3kgの 成 熟 雄 性 家 兎 を 使 用 した.

実験 方 法

1. 外 胆汁 瘻 の作 成 と流 出胆 汁 の 採 取.

実験 当 日絶 食 と した家 兎 につ いて,腹 部 正 中 線 上

で 開 腹 した 後,総 輸 胆 管 内 に ポ リエチ レ ン チ ュー ブ

(イ ガ ラ シ医 科 工 業 製No. 10)を 挿 入 して 外 胆 汁 瘻

を作 成 した.流 出 す る胆 汁 は30分 毎 に分 割 採 取 し

たが,糖 質 負 荷 時 に は負 荷 前30分 と負 荷 後5時 間

半 ま で計12回 採 取 し た.

2. 各 種 糖 液 負 荷 法

糖 液 は5%ブ ドウ糖 液, 5%果 糖 液 お よ び5%

xylitol液 を使 用 した.そ れ らの糖 液 の負 荷 は,家 兎

耳静 脈 を通 じ体 重1kgあ た り10mlの 割 で 行 った.

3. 胆 汁 中 の胆 汁 色 素(biliverdin・bilirubin)の 測

定 法

採 取 した胆 汁 に つ い て胆 汁 排 泄 量 を測 定 した 後総

胆 汁 色 素量, biliverdin, bilirubin量 を教 室 山本1)

の方 法 に よ り測 定 した.な お 吸光 度 の測 定 はLeitz

分光 々 度計(Model M)を 用 い,総 胆汁 色 素 量 は波 長

610mμ,総bilirubin量 と直 接bilirubin量 は波 長

570mμ で 測定 した-な お総 胆 汁 色 素量 測 定 のた め の

biliverdin基 準 曲 線 はbiliverdin hydrochloride

(Sigma)を 用 い 作 成 し た上

4. glucuron酸 測 定 法

O-glucuronideお よ びE-glucuronideをnaph

thoresorcinol picrateを 用 い た石 館 ら3)によ るNa-

BH4法 で 定 量 した.

な お用 い た標 準 曲線 は そ の都 度作 成 した.
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5. ethyl anthranilate azo色 素 生 成 法

Heirweghら の 方 法4に 倣 い 行 った 。す な わ ち, di

azo試 薬 はethyl anthranilate 0.1mlに0上15N塩

酸10mlを 加 え,さ らに0.5% NaNO2 0.3mlを 加 え

て 混 和 した後5分 間放 置 し,こ れ に1% ammoni

um sulfamate 0.1mlを 添 加 し,混 和 後3分 間 放 置

した もの を使 用 し,そ の1mlを 予 め胆 汁1mlにgl

ycine-HCl緩 衝 液(pH 2.85)を1ml加 えた もの に添

加 し, 30分 間室 温 に 放 置 す る こ とに よ り生 じたazo

色 素 にacetyl acetone・n-butyl acetate(17:

 3v/v)混 液2mlを 加 えて 充 分 振盪 し3,000回 転 で5

分 間 遠 沈 して, acetyl acetone・n-butyl acet

ate相 に抽 出 され たazo色 素 を検 査 に 供 した.

6. bilirubin-azo色 素 の 分 画 分 離 法

まず ガラス板(20×20cm)にKieselgel GNr 7731

(E Merk製)を 固 定 相 とす る1㎜ 薄層 を作 成 し た

後,こ れ にに(5)のacethyl acetone・n-butyl ac

etate抽 出 のazo色 素 を濃 縮 しな が ら,幅5mm以

内 の帯 と して付 着 させ た試展 開 液 にはchloroform

methanol・H2O(65: 25: 3v/v)を 用 い,室 温(10

～20℃)下 で 一 次 元 上昇 法 に よ り15cm以 上展 開 させ

た上 展 開 され たbilirubin-azo色 素 はHeirwegh

ら4)に な らい展 開 前 線 よ り α0,α2,α3,β,γ,

δ-azo pigmentと 呼 称 した.

7. 胆 汁 よ りのbilirubin抽 出 結 晶 法

Ostrowら5)の 方 法 にによ った.す な わ ち胆 汁 に そ

の1/5量 の5% lead acetate solutionを 加 えて

bilirubinを 鉛 塩 と して 沈澱 させ,遠 心沈 澱 を行 って

そ の上 清 を捨 て,そ の 沈 澱 を蒸 溜 水 で1回 洗浄 し,

つ い でethanolで3回 洗浄 後, 4倍 量 のethanolに

拡 散 し再 び遠 心 沈 澱 して上 清 を捨 て,こ れ に3～4

mgのascorbic acidを 加 えbilirubin分 画 を1N

 NaOHで 溶解 し, 30分 間冷 暗 所 に放 置 した の ち,氷

酢 酸 でpH 5.0に 調 整 した の ち, chloroform・ 氷 酢

酸(3: 1v/v)でbilirubinを 抽 出 した.こ のchl

oroform抽 出 液 を合 せ1/5量 の1% ascorbicac

id solutionで 洗 浄後, 10%食 塩 水 で洗 浄 し,つ い

で 蒸 溜 水 で5回 以上 洗 浄 した の ち, chloroformに

ひた した濾 紙 を用 いて 濾 別 したchloroform液 を減

圧 乾 固 させ る ことに よ ってbilirubinを 晶 出 させ た.

8. bilirubin異 性 体 の分 画 分 離 法

McDonaghら6)の 方 法 に よ っ た.す な わ ち薄層 を

(6)の 項 と同 様 に して 作 成 した の ち, chloroform:

氷 酢 酸(99: 1v/v)で 一 次 元 上 昇 法 でbilirubinが

Rf値0.7近 くまで室 温(10～20℃)下 で展 開 した.

9. 総 胆 汁 色 素量 に対 す るglucuron酸mol比

総 胆 汁色 素 量 は(3)の 項 に 示 した ご と くbiliv

erdinと して測 定 した.従 って 総 胆 汁 色 素 にに対 す る

glucur・n酸mol比(mol比)は

mol比=
glucuron酸 量(γ)

/総 胆 汁色 素 量(γ

)×582

/194

の式より算出した.

実 験 成 績

胆汁量,胆 汁色素濃度 と排泄量についてはいずれ

も負荷前の値が異なるため負荷前値を100と した.

1) 胆汁 量

glucose負 荷群, fructose負 荷群, xylitol負 荷

群の負荷前後の胆汁量の経時的推移は表1の 通 りで

ある。glucose負 荷群では負荷後1上5時 間より有意

の低下が, fructose負 荷群では負荷後0.5時 間, 2.5

時間, 3.5～5.5時 間に有意の低下が, xylitolで は

負荷後0.5～2時 間に有意の低下が認められた.負 荷

2時 間迄の胆汁量は,糖 質を負荷した3群 間に有意

の差は認めなかった.

2) 胆汁色素濃度と排泄量

3種 の糖質負荷前後の胆汁色素濃度 と胆汁色素排

泄量の経時的変化は表2の 通 りである.

Table 1. Bile volume before and after loading of glucose, fructose and xylitol

*p<0 .05 **p<0.01 ***p<0.005
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Table 2. Excreated amount and concentsation of total bile pigmeist before and after
 loading of glucose, fructose and xylitol

*p<0 .05 **p<0.01 ***p<0.005

Table 3. Percentage of total bilirubin to total bile pigment before and after loading 

of glucose, fructose and xylitol

*p<0 .05 **p<0.01 ***p<0.005 TBP: total bile pigment, TB: total bill robin

Table 4. Percentage of direct bilirubin to total bilirubin before and after loading of

 glucose, fructose and xylitol

*p<0 .05 **p<0.01 ***p<0.005 D. B.: direct bilirubin, T. B.: total bilirubin

胆 汁色 素排 泄 量 はglucose負 荷群 で は0.5時 間,

 fructose負 荷 群 で は3時 間迄, xylitol負 荷群 で は

負 荷1時 間 に増 加 が認 め られ, fructose, xylitol

で は そ れ 以後 で も増 加 が認 め られ た,

胆 汁 色 素 濃 度 は糖 質 負 荷 後 負 荷 前 よ りいつ れ の群

でも上昇が認められたせなおこれら糖質負荷3群 の

間には胆汁色素排泄量,胆 汁色素濃度ともに有意の

差は認められなかった.

3) 総胆汁色素分画中のbilirubin分 画の占有率

glucose負 荷群, fructose負 荷群, xylitol負 荷
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群 の負 荷前 後 の 総 胆 汁 色 素 分 画 中 のbilirubin分 画

の 占有 率 は表3の 通 りで あ る上3群 共 に糖 質 負 荷前

はbilirubinの 占有 率 は50%以 下 とbiliverdin優 位

で あ っ た が, glucose負 荷群 で は0.5時 間, fructo

se負 荷 群 で は負 荷 後3時 間, xylitol負 荷 群 で は負

荷 後1.5時 間 で50%以 上 の 占有 率 を示 した.

4) 総bilirubin分 画 中 の直 接bilirubin占 有 率

3種 の糖 質 を負 荷 した 各群 の総bilirubin分 画 中

の直 接bilirubin占 有 率 は表4の 通 りで あ る.糖 質

負 荷3群 共 に糖 質負 荷 前 で は 直接bilirubinは 平 均

84.5%以 上 を 占 め て お り, glucose. fructose負 荷

後 で は そ の 占有 率 には上 昇 傾 向 は認 めた ものの,有 意

の 変 化 では なか った が, xylitol負 荷群 の み は3.5～

4.5時 間後 に有 意 の上 昇 を み と め た.

5) 総 胆 汁 色 素 量 に対 す るglucuron酸mol比

糖 負 荷 を行 っ た3群 の成 績 は表5の 通 りで あ る.

糖 負 荷直 後 では3群 共1に総胆 汁 色 素 量 に対 す るglu

curon酸mol比 は上 昇 傾 向 を示 し, glucose負 荷群

で は負 荷後1.5時 間, xylitol負 荷群 で は1.5時 間 後

に負 荷前 値 に復 した.

6) 胆 汁 中bilirubinazo色 素 に及 ぼす 糖 質 の影 響

前 項(5)の 成 績 の 通 り総 胆 汁 色 素 に対 す るgluc

uron酸mol比 の増 加 の み と め られ た 糖 質負 荷30分

迄 の胆 汁 と,対 照 と して の負 荷 前 の 胆 汁 につ いて,

 azopigmentを それぞれ生 成 した後, Heirweghら4)

の 薄層chromatograph法 に よ り分 画 分 離 を行 い検

討 した.そ の結 果 分 嘩 されたazo-pigmentの 分 配 状

況 は 表6の 通 りで あ る.対 照 群 に 比 較 してfruct

ose負 荷群 で α3-azopigmentの 有 意 の低下,δ-azo

pigmentの 有 意 の 増 加 が認 め られ た. glucose並 び

にxylitol負 荷 群 で は α3-azo pigmentの 低 下,δ-

azo pigmentの 増加 傾 向 が み られ た が 有 意 で は なか

った.な お, xylitol負 荷 群 で は対 照 群 で痕 跡 程 度に

み と め られ た α2とβ-azo pigmentの 出 現 が み ら れ

た.

7) 家 兎 胆 汁 中bilirubin異 性 体

Ostrowら の 方 法5)に よ り胆 汁 中 よ り抽 出 したbi

lirubin結 晶 約500γ を使 用 し, McDonaghら6)の 薄

層chromatograph法 に よ りbilirubin異 性 体 の 分

画 分 離 を試 み た と こ ろ, 3帯 の 黄 色 層 の形 成 を み と

め,上 帯 はbilirubinⅢ α,中 帯 はbilirubinⅨ α,

下 帯 はbilirubinXIIIα と診 断 され,そ れ らの組 成 は

表7の ご と く, bilirubinⅢ α5.09±1.46%, bili

rubinⅨ α90.30±2.74%,　 bilirubinXIIIα4.64±1.64

%で あ っ た.

Table 5. Molar ratio of glucronic acid to total bile pigment before and after loading

 of glucose, fructose and xylitol

Statistical significance was calculated between before and after sugar loading in each group
*p<0 .05 **p<0.01 ***p<0.005

Table 6. Distribution of bilirubin-azo pigments after loading of glucose, fructose and xylitol.

総 括 な らび に考 按

biliverdinは 肝 酵 素 によ りbilirubinに 還 元 され,

 glucoseは この還 元 能 を増 加 させ る こ と は既 にBa

rry & Levine(1924)に よ り報 告 され て い るが,教
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室 の 山本(芳)1) (1951),山 田(1953)2)は 家兎 にglu

coseを 負 荷 し,胆 汁 中 のbilirubin, biliverdinの

消 長 を検 討 した結 果 か ら, glucoseは 生 体 内 でbil

iverdinよ りbilirubinへ の還 元 能 を促 進 す る こ と

を認 めて いる.こ の還 元能 はSingleton & Laster7) 

(1965)に よれ ば 肝 臓 内 のbiliverdinreductaseに

よ る もの で あ る とい う認。 一 方 教室 の兼 重 ら8) (1973)

はfructose, xylitol, sorbitolをratに 投 与 した

さい に,肝 のredox stateは 還 元型 に変 化 す る こ と

をみ とめ て い る

Table 7.　 Distribution of bilirubin isomers

 in the rabbit bile.

また最近胆汁中には,直 接bilirubinと しての抱

合型bilirubinの 範疇に容るbilirubin glycoside,

 bilirubin xylosideやbilirubinとdissacharide

の結合物などの存在が報告4) 9)されているし,胆 汁の

肝細胞よりの排泄にはATPの 関与10)も注 目されて

いる.

そこで著者は負荷糖質としてglucose, fructose

 xylitolの3種 類を選ぶこととした.

負荷糖質量 と濃度

教室山田2)は 家兎胆汁中の胆汁色素について糖質

の影響 を検討 した結果, 20% glucoseを 家兎耳静脈

に負荷する方が, 5% glucoseを 負 荷する場合より

胆汁排泄能力の保持作用が強いとしているが,最 も

生理的条件に近い投与方法で検討することとして,

本実験では5%液 を用いた.つ ぎに投与量では山田2)

は5% glucoseを 家 兎体重1kgあ た り5～10ml静

脈 内投与 している.こ れは50kgの 人で250～500mⅣ

となる適当な投与量 と思われるので,本 実験での各

種糖液の投与量は家兎体重1kg当 り10mlと した.

胆汁採取時間

教室山本1),三 宅11)らの研究ではglucoseを 家兎

耳静脈に投与 した場合,胆 汁中の胆汁色素に及ぼす

影響が出現するのは負荷後3時 間以内としているの

で,本 実験ではこれらを参考 としてこれ らの実験よ

りやや長い負荷後5.5時 間までの胆汁を採取して観

察することとしたせ

胆 汁 量,胆 汁 色 素 濃 度 とそ の排 泄 量

3種 類 の糖 質 液 を そ れ ぞれ 負 荷 した後 の胆 汁 量 は

2時 間迄 はす べ て減 少 傾 向 を示 した.負 荷 し た糖 液

量 は10ml/Kg家 兎 体重 で あ るの で,そ の 総 量 は20～

30mlで あ る.一 方 実 験 に さい して 採 取 され た排 泄 水

分 量 は 平 均glucose群17.6ml, fructose群14.1ml,

 xylitol群16.1mlで あ るか ら,排 泄 水 分 量 は負 荷水

分 量 を下廻 って お り,胆 汁 量 の減 少 は水 分 不 足 の た

め とは 考 え られ なか っ た.

一 方 胆汁 色 素 濃度 は糖 質 負 荷3群 共 に上 昇 を認 め

胆 汁色 素 排泄 量 と して も増 加 傾 向 を認 め る時 期 もあ

っ たが,そ の増 加 は有 意 とは認 め られ な い の で,胆

汁 色 素 濃 度 の上 昇 は胆 汁 量 の減 少 の た め と考 え られ

た.従 って糖 質 に よ る利 胆 効 果 は期 待 し が た い.

総 胆 汁 色 素 分 画 中 のbilirubin分 画 の 占有 率

家 兎 の 胆 汁 中 にはbilirubinとbiliverdinが 存 在

して い る.そ の さいbilirubin分 画 の 占有 率 は50%

以下 であ るが,糖 質 負 荷 後 はglucose負 荷群 で は0.5

時 間, fructose負 荷群 で は3時 間, xylitol負 荷群

で は1上5時 間で50%以 上 を示 した.こ の こ とは これ

らの糖 質 の負 荷 に よ りbiliverdinが 肝 でbilirubin

に還 元 され た と解 すべ きであ るが,こ の 機 序 がSin

gletonら7)の 証 明 したbiliverdin reductase活 性

の上 昇 に よ る もの か,還 元 型glutathioneの 生 成 増

加12)な どに よ るの か,あ るい は 教 室 の兼 重 ら8)に よ

り証 明 された肝 のredox stateが 還 元 型 に変 化 させ

られ た もの か いず れか の 機 序 が 強 く作 用 した もの と

考 え られ る.

胆 汁 中 直 接bilirubin分 画 につ い て

糖 質 負 荷 に よ り胆 汁 中 直 接bilirubin分 画 の 変動

はglucose, fructose負 荷 で は有 意 に認 め難 い が,

 xylitol負 荷 で は3.5～4.5時 間 後 に有 意 の上 昇 をみ

とめ た上一 方 総 胆 汁 色 素 量 に対 す るglucuron酸mol

比 は各 糖 質 負 荷 後 に は共 に上 昇傾 向 を示 し,と くに

glucose, xylitol負 荷 群 で は,有 意 の 増 加 を み とめ

た.生 体 内 直接bilirubinの 大 部 分 はbilirubin gl

ucuronide(glucuron酸 抱 合 型)13)で あ るが,直 接

biliverdinの 分 画 につ い て は 明 か で な い.糖 負 荷 に

よ り直 接biliverdinは 直 接bilirubinに 一 部還 元 さ

れ るこ とは既 に証 明 されて お り1),直接biliverdinが

biliverdin glucuronideで あ る と して,そ の 還 元 に

よ りbilirubin glucuronideと な った と して も,総

胆 汁色 素 量 に対 す るglucuron酸mol比 に は 変動 は

な い 筈 で あ る上 また 胆 汁 中 胆 汁色 素 量 は糖 質 負 荷前

後 で 有 意 の 変 動 をみ な い こ と も先 に検 討 した と こ る
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で あ る.従 っ てmol比 の増 加 な い し増 加傾 向 はgl

ucuron酸 生 成 の亢 進 を促 す と して もbilirubin gl

ucuronide生 成 の 促 進 を来 した もの とは解 し難 く,

す な わ ち先 に証 明 した 直 接bilirubin分 画 の 変 動 を

み とめ なか っ た成 績 を も裏付 け る もの と云 え よ う.

つ ぎにHeirweghら の方 法 に 従 いbilirubin-azo

色 素 分 画 の変 動 を糖 質負 荷前 後 で比 較 して み る と,

α2-,β-azopigmentはxylitol負 荷 時 の み に み と

め られ,δ-azopigmentは3糖 質 負 荷 の いず れ にお

い て も増 加 が み られ た. Heirweghに よれ ば δ-azo

pigmentはbilirubin glucuronideで あ るが α2-azo

pigmentはbilirubin xylosideで あ る との ことで あ

るか らxylitol負 荷後 に は3.5～4.5時 間 とい う比 較

的 お くれ て で は あ るが,他 の糖 質負 荷後 とは異 り,

直bilirubin分 画 の 上 昇 をみ とめ た 上記 の 成 績 は

glucuron酸 抱 合型 以 外 の抱 合型bilirubinの 増 加 に

負 うた め で は な い か と思 わ れ る.

家 兎 胆 汁 中bilirubin異 性 体

家 兎胆 汁 中 にはbilirubin以 外 にbiliverdinが 存

在 す るが,胆 汁 中のbilirubinを 抽 出 す る さい に行

うchloroformに よ る抽 出 過程 でbiliverdinは 微 量

とな り,つ い でchloroformに ひた した濾 紙 で濾 別

す る こ とに よ り殆 ん ど完 全 に除 去 され,さ らにme

thanol-chloroformよ りbilirubinを 晶 出 す る段 階

で は完 全 にbihverdinは 除 去 され, bilirubin異 性

体 の 検討 に は 支 障 を 来 た さな い.

と ころ で,胆 汁 中 に排 泄 され たbilirubin異 性 体

につ い て は 丸 山14)は ヒ トで はbilirubinⅢ α4.13±

0.33%, bilirubinIXα90.61±0.76%, bilirubin

XIIIα5.26±0.11%, Wistar系rat, heterozygous

 Gunn ratで は そ れ ぞ れ,Ⅲ α4.59±0.40%,Ⅸ α

4.18±0.68%, XIIIα4.81±0.41%で あ る と報 告 して

い る.本 実 験 で 検 討 した 家 兎 の 成 績 で は Ⅲ α5.09±

1.46%,別 α4.64±1.64%で,操 作 上 の異 性 体 の変

換 を考 慮 して も種 属 に よ る大 差 は な く,微 量 のbil

irubin異 性 体 が生 体 内 に存 在 す る とす る丸 山 の成 績

を支持 す る もので あ っ た.

結 論

biliverdinよ りbilirubinへ の還 元過 程 やbi1ir

ubinの 抱 合 機 序 に及 ぼす 糖 質 の 影 響 をbiliverdin

とbilirubinが 胆 汁 中 に共 存 す る家 兎 に糖 質 と して

glucose, fructose, xylitolを 選 び これ を耳 静 脈 に

負 荷 す る こ とに よ り検 討 し次 の 結 果 を え た.

1) 糖 質負 荷後 の 胆 汁 量,胆 汁 色 素 濃 度 と排 泄 量 は

糖 質負 荷3時 間 迄 で は胆 汁 量 は減 量,胆 汁 色 素 濃

度 は 増加 し,胆 汁 色 素 排 泄 量 は増 加 せ ず, gluco

se負 荷群 で は負 荷1時 間 で 有 意 の 減 量 を認 めた.

2) 糖 質 負 荷 後 の 総 胆 汁色 素 分 画 中 のbilirubin分

画 の 占有 率 は各 群 共 漸 増 し, bilirubinとbilive

rdin比 はglucose負 荷 群 で0.5時 間, xylitolで

1.5時 間, fructoseで3時 間 後 に逆 転 した.

3) 総bilirubin分 画 中 の直 接bilirubinの 占有 率

は3群 共 に糖負 荷 に よ り増 加 傾 向 は み られ た が有

意 で はな か った.

総 胆 汁色 素-glucuron酸mol比 は糖 負 荷 直 後 に

3群 と も軽 度 の 上 昇 が 認 め られ, glucoseとxy

litol群 で は 有 意 で あ った.

4) 糖 質 負 荷 後 のbilirubin-azo色 素 に は対 照 時 と

比 較 して α3-azo pigmentの 減 少,δ-azo pigm

entの 増 加 が 認 め られ, fructose群 で は 有 意 で

あ っ た. xylitol負 荷 群 で対 照 群 で は見 られ ない

α2,β-azo pigmentが 認 め られ た.

5) 家 兎 胆 汁 中 に はbilirubinⅨ α以 外 に微 量 のbi

lirubinⅢ α, bilirubinXIIIα の存 在 が認 め られ た.

稿 を終 るにあ た り御 校閲 を載い た小 坂淳夫 岡 山大学 学

長(前 第一 内科教授)に 深謝 します.ま た直 接御指導 を

載 いた近藤忠亮 講 師に感謝 します.
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Studies on bilirubin in bile

Part 2. Characterization of bile pigment and influence of sugar loading 

on bile pigment in rabbit bile

Kanji MIYOSHI

The First Department of Internal Medicine, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Kiyowo Kosaka & Prof. Hideo Nagashima)

Influences of intravenous injection of sugar solution on the reduction process from biliver

din to bilirubin and conjugation of bilirubin in the rabbit liver was studied. 5% solution of 

glucose, fructose or xylitol was loaded into an auricular vein of the rabbit that contained both 

bilirubin and biliverdin in the bile. Following results were obtained;

1) After loading of sugar solution, decreased bile volume, increased concentration was observed 

up to 3 hours in each group, and the excreted amount of bile pigments was not increased.

2) The bilirubin fraction in the total bile pigments in the bile was gradually increased after 

loading of sugar solution on each group. The concentration of bilirubin was superior to biliver

din in 30 minutes in glucose group, in 1.5 hours in xylitol group, and 3 hours in fructose group 

after loading.

3) The direct bilirubin fraction in total bilirubin in the bile increased in each group after 

loading of sugar solution, but not significant. Molar ratio of glucuronic acid to total bile pig

ments increased immediately after loading of sugar solution. Significant increase was shown in 

glucose and xylitol loading group.

4) The percentage of alpha 3 azo-pigment to total bilirubin azo-pigments decreased and delta 

azo-pigment increased after loading of sugar solution than the control group. Alpha 2 and 

beta azo-pigment was observed in xylitol group, these azo-pigments were not shown in the 

control.

5) Small amount of bilirubin IIIƒ¿ and bilirubin XIIIƒ¿ exsists in the rabbit bile.


